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“捨てる“を考えた、新しい時代の靴下タグを開発！ 

 

 
 

「靴下屋」「Tabio」「TabioMEN」などの靴下専門店を運営・展開するタビオ株式会

社(大阪市浪速区、代表取締役社長:越智勝寛)は、ゴミ問題に着眼しこれまで捨てられ

ていた資材のことを考えた、新しい時代の靴下タグを開発しました。金属製の留め

具、値札タグ、プラフックなど廃棄されるものをなくし、さらにスマホスタンドとし

て二次活用できる形状のものが完成し実用新案申請中です。一部店舗でのテスト販売

を経て、メンズのシリーズとして展開していく予定です。紙製のためいずれは劣化し

てしまいますが、購入後少しでもお客様のお役に立てることを願っております。 

 

 

 



■意匠 

 

タグとフックとスマホスタンド、三つの機能を兼ね備えました。 

 

■展開店舗 

 Tabio グランフロント大阪店、TabioMEN 阪急三番街店、靴下屋吉祥寺店 

 

■展開時期 

 2022 年夏以降 

 

 

■タビオ株式会社(東証スタンダード市場・証券コード:2668) 

 タビオ株式会社は 1968 年の創業以来、50 年以上にわたって「靴下をはいているこ

とを忘れてしまうような“第 2 の皮膚”」をめざし、追求してまいりました。繊細なは

き心地の靴下をつくるために、商品は、長年の経験と技術を積んだ日本の職人たちが

一つひとつ丁寧に編み立てています。現在では日本全国で、「靴下屋」「Tabio」「Tabio 

MEN」などの靴下専門店を 253 店舗（2022 年 6 月末時点）展開しています。 

また、「Tabio」名の店舗をパリ、ロンドンなどにも展開中で、Made in Japan のはき

心地とデザイン性は、海外でも高い評価を得ています。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

タビオ株式会社 広報 

担当：石川 e-mail：press@tabio.com 
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